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The purpose of this study was to investigate the current situation of the instructional plan for the 
relationship between physical education and health education in elementary schools.  
Authers conducted a survey of 500 physical education chief of the elementary school in Saitama 
Prefecture. The average teaching experience was 6.71±3.43 years.  
The main results were as follows: 
 1) The instructional plan to connect physical education and health education was not established 
irrespective of experience as physical education chief.  
 2) It depended on school events, the season, and the climate when teachers conducted lessons 
about health education in school. 
 3) Compared to teaching physical education in health education, there was less awareness of 
teaching the content of health education in physical education. 
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った者が 6 名おり、計 9 名を分析から除外し、有


































































































 Berliner (1988)、吉崎 (1998)、木原 (2004)ら
の研究を参考に、教職員評価に採用されている経
験年数に応じたキャリア段階でみると、Ⅰ段階（教
職経験年数 5 年以下）、Ⅱ段階（教職経験年数 6 年
以上 15 年以下）、Ⅲ段階（教職経験年数 16 年以
上）の人数と割合は、Ⅰ段階は 211 名（42.2％）、
Ⅱ段階は 282 名（56.4％）、Ⅲ段階は 7 名（1.4%）
であった。 
 また、教育公務員特例法第 24 条に規定されて
いる中堅教諭等資質向上研修を受けることとなる
教職経験年数 10 年を区切りとして、Ⅱ段階前期
（教職経験年数 6 年以上 10 年以下）とⅡ段階後





211 名（42.2％）、Ⅱ段階前期は 227 名（45.4％）、




が 10 年以下の教諭が多いことが分かった。 
4.2 キャリア段階と年間指導計画における関連性
への意識の有無について 




















位 60 のリスト 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
領域 79 体つくり運動 12 段階 6
運動 65 けがの防止 11 必要 6
保健 65 図る 11 授業 5
関連 35 年間 11 生かせる 5
学習 34 体育 10 体力テスト 5
指導 30 学ぶ 9 跳び箱 5
時期 28 関係 9 病気の予防 5
計画 26 合わせる 9 予防 5
体 26 作成 9 理解 5
学年 24 生活 9 安全 4
行う 23 設定 9 運動会 4
意識 14 発達 9 感じる 4
学期 14 体ほぐしの運動 8 教諭 4
前 14 扱う 7 見直す 4
内容 14 考える 7 行事 4
配置 14 心の健康 7 実施 4
心 13 応じる 6 図れる 4
単元 13 思う 6 前後 4
健康 12 児童 6 多い 4
水泳 12 体力 6 多様 4
表１ 貴校では、運動領域と保健領域の関連を図った体育科年間指導計画になっていると思われますか 
はい いいえ わからない 計
キャリア段階 Ⅰ段階 35% 28% 37% 100%
（5年以下） （74人） （59人） （78人） （211人）
Ⅱ段階前期 33% 36% 31% 100%
（6年以上10年以下） （76人） （81人） （70人） （227人）
Ⅱ段階後期 33% 29% 38% 100%
（11年以上15年以下） （18人） （16人） （21人） （55人）
Ⅲ段階 29% 29% 42% 100%
（16年以上） （2人） （2人） （3人） （7人）
合計 34% 32% 34% 100%












 「はい」と回答した 170 名中、128 名（75.3％）
が自由記述で回答をした。記述の総抽出語数は































また、「体」の出現回数が 26 回で第 9 位、「行
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 「いいえ」と回答した 158 名中、138 名（87.3％）
が自由記述で回答をした。記述の総抽出語数は
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位 60 のリスト 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
領域 110 学校 10 体 5
保健 82 考慮 10 難しい 5
関連 72 優先 10 年 5
運動 63 校庭 9 本校 5
計画 35 学習 8 意図 4
意識 27 思う 8 雨天 4
時期 27 体育 8 学期 4
指導 25 特に 8 教科書 4
考える 19 関連付ける 7 決める 4
行事 18 実施 7 現在 4
行う 16 設定 7 言える 4
図る 16 関係 6 場所 4
年間 14 授業 6 組み合わせ 4
作成 13 図れる 6 卒業 4
体育館 13 水泳 6 他 4
単元 13 段階 6 配列 4
学年 12 発達 6 ６月 3
使用 11 見直し 5 クラス 3
内容 11 合わせる 5 プール 3







 図 3 は、関連を図った体育科年間指導計画にな
っていない理由についてのネットワークマップで
ある。出現回数による語句の取捨選択は、最小出
































あった。表 4 は、出現回数の多い語句を順に 60 位
まで抽出した結果である。強制抽出する語は指定
しなかった。 
 図 4 は、保健領域配置時期の理由についてのネ
ットワークマップである。出現回数による語句の





表 4 保健領域配置時期の理由についての自由記述における頻出語上位 60 のリスト 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
時期 59 行う 20 単元 11
行事 44 水泳 20 段階 11
学年 42 設定 20 インフルエンザ 10
学期 41 運動会 18 多い 10
領域 33 考える 18 薬物 10
学習 32 体育 18 ２月 9
配置 31 病気 17 児童 9
保健 31 予防 17 時数 9
運動 30 ６月 16 冬 9
学校 29 授業 16 内容 9
体 29 心 16 梅雨 9
体育館 28 健康 15 本校 9
指導 27 防止 15 扱う 8
兼ね合い 26 生活 14 雨天 8
使用 24 流行 14 計画 8
校庭 23 実施 13 向ける 8
関係 22 発達 13 使える 8
関連 22 意識 12 卒業 8
合わせる 22 ３月 11 入れる 8
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z 値 15.80  p 値 0.000 
 

































































z 値 10.56 p 値 0.000 































表 7 関連を図った指導についての印象を問う設問 
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